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2015 年 4月から 2020 年 3月までに 

ワルファリンまたは DOACs 服用中の６５歳以上の患者様で、

当科で抜歯術を受けた患者された方へ 

 

当センターでは下記の臨床研究を実施しています。この研究の詳細について

お知りになりたい方は、問い合わせ担当者まで直接お問い合わせください。 

なお、この研究の研究対象者に該当すると思われる方の中で、ご自身の情報等

をこの研究に使ってほしくないと思われた場合にも、問い合わせ担当者までそ

の旨をご連絡下さい。 

 

●研究の名称 

当院における抗凝固薬服用高齢患者の抜歯後出血に関する検討＿＿＿＿ 

 

●研究の対象 

2015 年 4 月～2020 年 3 月までに東京都健康長寿医療センター歯科口腔外

科において、ワルファリンまたは DOACs 服用中の高齢者で、治療上抜歯が適

応と判断され、抜歯の必要性、抜歯の方法、術後合併症等につき主治医から説明

され、十分に理解の上、抜歯に同意され、抜歯術を受けた患者。 

 

●研究の期間 

研究倫理審査委員会承認後～＿202１年 3 月まで 

 

●研究の目的 

当院における抗凝固薬服用継続下に抜歯した高齢患者における抜歯後出血リス

ク因子を検討する。 

 

●研究の方法 
対象者について、診療録から下記の情報を収集する。 

対象者背景：年齢（生年月日）、性別、体重、血圧、認知機能（ＭＭＳＥ）簡易栄養状態評価表

（MNA-SF） 

抗血小板薬の併用の有無、CHADS2 スコア、HAS-BLED スコア 

臨床検査データをあわせて収集する。 

血液生化学検査： T-Bil, Cre、eGFR ALB 

凝固系：ＡＰＴＴ，ＰＴ－ＩＮＲ 

抜歯病名：齲蝕、歯周炎、歯根破折等 

1 回あたりの抜歯本数 

抜歯術式：普通抜歯、難抜歯 

止血方法：縫合、止血床使用の有無 
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抜歯後出血の有無 

抜歯後出血を従属変数とし、上記の各因子を独立変数として、多変量ロジスティック解析を行う。 

●研究に使用する試料・情報 

研究対象者背景（性別、年齢、基礎疾患）臨床検査（血液学的検査、生化学検査、

凝固検査）抜歯病名、抜歯術式、１回あたりの抜歯本数、止血床の有無、有害事

象（抜歯後出血の有無、抜歯後出血の時期）抜歯後出血の有無 

 

●研究組織 

東京都健康長寿医療センター歯科口腔外科 
研究責任者 森 美由紀 

研究分担者 平野 浩彦 

 

●資料の入手または閲覧、開示 

この臨床研究の計画や方法については、あなたのご希望に応じてあなた自身の

資料の要求または閲覧ができます。あなたがご自分の研究結果を知りたいと希

望される場合は、研究担当者にその旨をお伝えいただければ、他の研究対象者に

不利益が及ばない範囲内で、あなた自身にあなたの結果をお伝えします。希望さ

れた資料が他の研究対象者の個人情報を含む場合には、資料の提供または閲覧

はできません。 

 

●お問い合わせ先 

〒173-0015 東京都板橋区栄町 35番 2 号 

東京都健康長寿医療センター  

平日 9：00〜17：00 

連絡先：森 美由紀 


